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里LLlの放棄水田に成立したハンノキ個体群の分布構造  




















因2 各放棄水田におけるハンノキの分布．ハンノキの母樹を原点として、5m間隔の同心円で距灘  
を表してある．  
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母樹からの距離   
図3 各放棄水田におけるハンノキの密度．ハンノキの母樹を原点とした5m間隔の同心円として距離を  
表してある．  
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園4 各放棄水田におけるハンノキの樹冠層の厚さ．ハンノキの母樹を原点として5m間隔の同心円を描  
き、各区域の面積で総樹冠面積を割った数値で表してある．  
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里山の放棄水E引こ成立したハンノキ個体群の分布構造  
これらの小集団の分布は、Bでランダム分布になったことを除けば、やや集中分布をしており、溜他に  
どの放棄水田でも溜池に近い部分が生息に適する環境であったと考  近い側に偏っている。したがって、  




































ていたといえよう。   
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図5 各放棄水田におけるハンノキの平均密度mと平均こみ  
あい産品の関鳳破線はポアソン分布を示す．  
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